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井 上 政 義 (九大)
§1′ Introduction
強誘電体 BaTi05は温度 591繁, 285'K, 200OKにてそれぞれ相転
移を示す｡ 此処では,パラからフェロに移る, 591Okの相転移 (エ ン トロ
ピーの飛び4Sは小さい)を問題にする｡この相軒簿に伴って熱伝導度には









BaTi05における,熟の carrietとして acoustlic-'p'hori'ons と_optical
phononsか考阜られ る∠相転移近傍たなると,波数の小さい商域で,optiα.i
branches は acousticbranch'esに似てくるか,一波数か大きい (ェネル卓二
も大きい)領域では, acous-ticphoムons■ゐ群速度が opti'仁'alLphononsわそ
】
れより大きく,温度 は590Ck近 くなめで,波数■ゐ大きな phonons の
population も高いので, obticarphbnotisによる熱伝導は無視セきる｡ そ
こで acoustic phon()nsによる熱伝導のみを考える｡
熱伝導鑑 ノ=ま良く知られた次の公式で表わされる ;
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Nq≡ b芸 bqIeq- もCslq-lp･ 一山--一･-一丁:--一-一一-(3)
ところでi bq*(t) の時間依存を,
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-i-5×10-2 watts/cm deg 一一-I-一一一一一一----･一-一-一一一一el)
となり実験とおおよそ一致する｡ dip~は第 2図の様になり実験 と良(令
っている｡
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以上はpara phaseの話しである.がferrophaseでは,結串か cubicか ら
tetragonal に変型すか,格子振劫の様子は余 り変らない事を,･谷-津田(2)
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